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　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

　技術者を配置できる者に委託し実施

目指すべき姿

国庫補助事業

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

　森林所有者が自ら保有する森林の管理意識の向上と、安全な作業を実施できる体制を構築する。

対　象

事業内容

林務部信州の木振興課

事　業　名 新しい林業経営者育成事業
(森林整備加速化・林業再生基金活用事業)

09 02

E-mail

担
当
課

3235

ringyo@pref.nagano.lg.jp

森林整備加速化・林業再生事業費補助交付要綱、平成22年度新しい林業経営者育成事業林業経営講座実施要領

実施方法
国庫･
県単

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 1-02,2-04,5-06 部・課14

内　線

実施期間 H22 H23 根拠法令等

3,980

　森林所有者又は森林整備に必要な技術・知識を身につけたい者

　森林所有者が自らが、林業経営及び安全対策に関する知識と技術を学び、適正な森林経営ができる体制を整備するととも
に、地域の森林整備の担い手を育成する。

　次により講座を開催する。
・対象者：森林所有者等
・内容：森林の管理、間伐の基礎、伐採作業の基礎、安全な伐採作業
・日数：4日間
・開催場所：10箇所（地方事務所単位）
・講師：長野県林業士
（補助率：【国】10/10）

23年度 24年度（当初）

4,000

23年度事業費の主な内訳

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

0.70人

千円

9,761 0

0

5,781

0.70

0

千円

0

・委託料：3,780千円　(委託先：(社)長野県林業改良普及協
会)
・需用費：200千円

千円 4,000 3,980 ―

千円

9,822

千円 5,822

22年度

講座評価アンケート調査結果(成)

62

受講者延べ人数(活) 人③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
受講者1人あたり事業費

千円
/人

左記以外のH23年度実績

―

26

23年度

―

24年度（見込）

425 373

全講座修了者数(活)

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価

（効率指標算出式）
概算事業費／受講者延べ人数

94

評価区分

90

b

⑤
事
業
の
課
題

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明事業改善（有効性・

効率性）の余地

期待どおり

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・これから森林整備を始めようとする人にとって、知識や技術を習得することは、大変重要な課題である。林業の担
い手を確保する施策の一つとして意義が大きいことから、受講者のニーズを掴みながら、初めて森林整備に取り組
もうとする人達に向けた講習を実施していく。
・講習修了者からの意見として、講習終了後のＯＪＴ活動や活動野支援などが求められている。そこで、講習修了者
を人材登録し、地域での林業活動の一翼を担っていただけるようなサポートを進めたい。

特記事項
平成23年度信州型事業仕分け実施
平成23年度当事業は終了し、平成24年度から仕分け意見を反映し里山整備人材育成事業として内容の拡充を図
る。

県の関与を見直す
余地

□　当面余地なし

55 ―

　林業経営及び安全対策に関する知識と技術を学
ぶ講座を開催し、400人の受講者確保を目指す。

・受講者数は373人（93%）となり、概ね期待通りの成果を得た。
・受講者の林業経営及び安全対策の知識と技術向上につながった。
・地域で活躍する林業士を講師としたことで、受講者が地域の林業グルー
プとつながる接点が出来た。

―

□　減少

□　余地なし

□　増加

23

・講座テキストの作成
・指導者講習会の開催
・受講者に対しアンケート調査を実施し、結果を次年度以降
の新規事業に活かしていく。

□　余地なし

□　横ばい

□　余地あり

□　余地あり□　当面余地なし

人

％

（完了）


